
県
令
の

命
に

従
っ

て
、

し
ぶ
し
ぶ
歎
願
総
代
の

辞
任
を
文
書
で

誓
約
し
た
も
の

で

あ
っ

た
。

し
か
し
県
令
の

も
う
一

つ

の

命
令
で

あ
る
困
民
党
の

解

散
に
つ

い

て
は
、

き
っ

ぱ
り
と
は
ね
つ

け
た
。

上
申
書
で

は
そ
の

理
由
を
こ

う
述
べ

て
い

る
。

困
民
党
は
誰
が
主
唱
し
て

出
来
た
も
の

で
は
な
い
。

貧
苦
の

底
に

突
き
落
さ
れ
た
農
民
が
、

債
主
に

対
す
る
怒
り
か
ら
自
然
と
集
っ

て

で

き
た
も

の

だ
。

だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
に

は
困
民
党
を
解
散
す
る
権
限
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
今
日
限
り
総
代
を
辞
任
す
る
が
、

そ
の

代
り
今
後
ど
ん
な
事
態

が

起
っ

て

も
責
任
を
と
る
つ

も
り
は
な
い

と
。

そ
し
て

最
後
に
こ

う
付
け
加
え
て
い

る
。

従
テ

向
後
其
団
結
中
ノ

貧
民
一

人
若
ク
ハ

数
十
百
人
、

何
様
ノ

事
出
来
候
共
私
輩
ニ

連
及
不
仕
義
ハ

今
更
余
計
ノ

贅
言
ト
ハ

奉
存
候
得
共
、

多
勢
ノ

中
心
得
違
ノ

族

無
之
モ

不
限
仍
之
杞
憂
ニ

不
堪
此
段
奉
具
上
候
以
上

（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
四
四
）

表
現
は
ひ
か
え
目
で

あ
る
が
、

こ
こ

に
は
県
令
に

対
す
る
精
一

杯
の

抵
抗
の

気
持
が
に

じ
み
出
て
お

り
、

し
か
も
最
後
の
一

句
に
は
、

挑
発
的
と

も
言
え
る
言
葉
の

ト
ゲ
が
含
ま
れ
て
い

た
。

危
惧
し
た
通
り
、

こ

の
一

文
が
権
力
側
に

弾
圧
の

口

実
を
与
え
た
。

そ
の

翌
日
、

総
代
た
ち
は
上
申
書

に
不
穏
の

か
ど
あ
り
と
し
て
、

出
頭
を
命
ぜ
ら
れ
取
調
べ

を
受
け
た
。

困
民
党
へ

の

弾
圧
が
真
近
い

こ

と
を
察
知
し
た
総
代
の

若
林
高
之
亮
は
、

そ

の

翌
日
疾
駆
し
て

帰
村
し
た
。

さ
て
、

そ
の

あ
く
る
日
の
一

月
十
四
日
、

歎
願
委
員
が
予
想
も
で

き
な
か
っ

た
事
件
が
勃
発
し
た
。

困
民
党
傘
下
の

農
民
三
百
人
が
相
模
原
大
沼

新
田
に

決
起
集
会
を
開
き
、

そ
の
一

部
が
県
庁
を
め
ざ
し
て

抗
議
の

デ
モ

を
繰
り
出
し
た
。

困
民
党
の

怒
り
が

ど
た
ん

場
で

爆
発
し
た
わ
け
で

あ

る
。

し
か
し
こ

の

デ
モ

隊
も
、

瀬
谷
村
付
近
で

官
憲
に

阻
止
さ
れ
鎮
圧
さ
れ
て

し
ま
う
。

こ

の

困
民
党
最
後
の

決
起
が
、

ど
の

よ
う
な
意
味
を
も
つ

の

か
は
っ

き
り
し
な
い
。

し
か
し
歎
願
総
代
が
事
件
の

直
後
、

各
村
に

配
布
し
た
回
章
の

中
で
、

こ

の

事
件
に

つ

い

て
、

「
人
民
相
互
ニ

路
傍
ノ

風

説
カ
、

亦
二
、

三
ノ

煽
動
者
ノ

為
ナ
ル

カ
、

少
シ

ク

不
穏
ノ

挙
動
ヲ

成
シ

タ
ル

故
ニ

…
…
事
悉
皆
齟
齬
意
表
ニ

出
候
」（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
四
六
）
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と
述
べ

て
い

る
と
こ

ろ
を
み
る
と
、

色
川
大
吉
氏
の

言
う
よ
う
に
、

歎
願
総
代
若
林
ら
の

報
告
を
聞
い

て

憤
激
し
た
「
没
落
中
農
の

ジ
ャ

コ

バ

ン

分

子
」
が
、

「
こ

の

さ
い

ご
の

瞬
間
に

運
動
の
ヘ

ゲ
モ

ニ

ー

を
に

ぎ
っ

た
の

で

あ
ら
う
か

」
と
い

う
「
想
像
」
も
成
立
つ

わ
け
で

あ
る（
前
掲
色
川
論
文
）。

こ

れ
が
武
相
困
民
党
の

終
末
で

あ
っ

た
。

あ
と
に
は
幹
部
の

逮
捕
と
捜
索
が
続
い

た
。

中
島
、

須
長
、

若
林
ら
十
数
名
の

幹
部
は
、

次
々

と
「
兇
徒
衆
嘯
」
の

罪
で

捕
え
ら
れ
、

横
浜
監
獄

に

拘
留
さ
れ
た
。

四
　
地
租
軽
減
運
動

自
由
党
主
導
下
の
運
動

十
七
年
不
況
は
、

困
民
党
に

結
集
し
た
中
貧
農
層
を
経
済
的
破
綻
に

追
い

込
ん
だ
だ
け
で

な
く
、

地
主
豪
農
層
に

も
深

刻
な
打
撃
を
与
え
た
。

小
作
年
貢
の

未
納
や
減
少
、

米
価
の

下
落
等
で
、

地
主
豪
農
層
も
危
機
に

さ
ら
さ
れ
る
状
態
で

あ
っ

た
。

十
月
三
十
日
の

『
自
由
新
聞
』
の

社
説
は
、

「
地
方
ノ

困
究
」
と
題
し
て

相
模
地
方
の

近
況
に
ふ
れ
、

「
農
家
ノ

困
究
ハ

実
ニ

言
語
ノ

得
テ

之
ヲ

伝
フ
ベ

キ
者
ニ

ハ

非
ズ
…
…
地
主
モ

小
作
人
モ

共
ニ

斃
ル

ル

ノ

勢
ナ
リ

」
と
報
道
し
て
い

る
。

加
え
て
こ

の

年
、

二

度
に

わ
た
る
秋
台
風
（
九
月
十
五
、

十
七
日

）
が
、

神
奈
川
県
下
を
襲
い
、

農
作

物
に

甚
大
な
被
害
を
あ
た
え
て
、

危
機
感
を
一

層
つ

の

ら
せ
た
。

こ

う
し
て
、

こ

の

年
、

豪
農
層
も
地
租
軽
減
運
動
に

立
ち
あ
が
っ

た
。

と
こ

ろ
で
、

地
租
軽
減
運
動
は
最
初
か
ら
在
地
の

自
由
党
組
織
な
い

し
自
由
党
員
に

よ
っ

て

組
織
さ

れ
指
導
さ
れ
て
い

た
。

自
由
党
は
結
党
以
来
、

農
村
を
支
持
基
盤
と
す
る
政
党
と
し
て
、

地
租
軽
減
を

山口書輔
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党
綱
領
の

中
心
に

据
え
て
お

り
、

と

く
に
一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
の

春
季
大
会
で

は
、

こ

の

運
動
を
当
面
の

最
重
要
課
題
に

し
て
い

た
。

そ
の

た
め
、

地
租
軽
減
運
動
は
、

そ
の

年
の

後
半
ご
ろ
か
ら
全
国
各
地
で

は
じ
ま
っ

て
い

た
。

神
奈
川
県
で
こ

の

運
動
に

真
先
に
の

り
出
し
た
の

は
、

湘
南
自
由
党
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で

は
ま
ず
、

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
十
月
下
旬
、

大

住
・

淘
綾
郡
の

八
十
一

か
村
の

戸
長
ら
が
、

県
令
あ
て
に

「
地
租
延
納
上
申
書
」
を
提
出
し
て
い

る
。

こ

の

運
動
に

も
山
口

書
輔
ら
民
権
派
戸
長
に

よ
る
自
由
党
＝

湘
南
社
の

影
響
が
う
か
が
え
る
が
、

ほ
ぼ
同
時
期
に

行
わ
れ
た
同
郡
百
三
十
三
か
村
納
税
者
の

名
に
よ
る
「
地
租
徴
収
期
限
延
期
」

の

元
老
院
あ
て

建
白
運
動
に
は
、

在
地
自
由
党
の

指
導
性
が
は
っ

き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。

大
住
・

淘
綾
両
郡
で

先
〓
を
つ

け
た
地
租
の

延
納
な
い

し

納
期
改
正
の

運
動
は
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
に

入
る
と
、

不
況
の

深
化
と
共
に

一

層
切
実
な
も
の

と
な
り
、

他
郡
に

も
波
及
し
て
い
っ

た
。

明
治
十
七
年
十
一

月
、

高
座
郡
で

は
、

二
町
百
九
か
村
の

戸
長
の

連
名
に

よ

る
、

「
山

林
原
野
雑
種
地
税
未
納
分
及
田
畑
追
徴
金
ノ

義
ニ

付
上
申
」
と
い

う
請
願
書
が
県
令
あ
て
に

提
出
さ
れ
た
。

こ

れ
は
下
鶴
間
村
の

戸
長
で

自
由
党
員

の

長
谷
川
彦
八
ら
が
発
起
し
た
も
の

で

あ
る
が
、

そ
れ
は
納
期
の

き
た
山
林
原
野
の

雑
種
地
税
と
田
畑
地
租
の

追
徴
分
を
今
後
五
か
年
賦
払
に

し
て

欲
し
い

と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

こ

れ
と
同
じ
内
容
の

も
の

に
、

南
多
摩
郡
諸
村
の

地
租
追
納
の

延
期
運
動
や
西
多
摩
郡
戸
倉
村
な
ど
七
か
村
の

地

租
上
納
延
期
願
な
ど
が
あ
る
が
、

こ

こ

で

も
自
由
党
員
の

活
躍
が
目
立
っ

て
い

る
。

愛
甲
郡
の
地

租
軽
減
運
動

以
上
述
べ

た
幾
つ

か
の

運
動
は
、

地
租
の

軽
減
そ
の

も
の

で

な
く
、

各
種
の

地
税
の

徴
収
期
限
の

緩
和
や
延
期
を
要
求
し
た
も
の

で

あ
っ

た
。

さ
て
、

地
租
そ
の

も
の

の

軽
減
を
要
求
し
て
、

最
も
大
規
模
に

取
り
組
ま
れ
た
の

は
、

愛
甲
郡
の

運
動
で

あ
っ

た
。

同
郡
で
は
一

八
八
三
（
明
治
十

六

）
年
末
か
ら
有
志
の

会
合
を
も
っ

て

「
減
租
ノ

請
願
」
を
決
定
し
、

「
規
約
」
を
も
う
け
通
信
委
員
を
選
ぶ
な
ど
し

て

準
備
に
と

り
か

か
っ

て
い

る
。

通
信
委
員
は
六
名
中
四
名
が
自
由
党
員
で

あ
っ

た
。

こ

の

運
動
は
そ
の

後
、

政
府
の

地
租
条
例
の

取
扱
い

を
見
守
る
必
要
が
あ
っ

て

し
ば
ら
く
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休
止
し
て
い

た
が
、

八
四
（
明
治
十
七

）
年
九
月
か
ら
再
開
し
出
し
た
。

ま
ず
九
月
一

日
の

有
志
集
会
で
、

す
で

に

作
成
ず
み
の

次
の

よ

う
な
「
規

約
書
」
に

基
づ
い

て

行
動
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

今
ヤ

吾
々

農
民
ハ

殆
ト

名
状
ス

ベ

カ
ラ
ザ
ル

ノ

苦
境
ニ

陥
リ
、

国
民
最
大
ノ

義
務
タ
ル

租
税
ヲ

払
フ

ニ

モ

尚
困
難
ヲ

極
ル

ニ

至
レ

リ
、

然
レ

ド
モ

目
下
他
ニ

之
レ

ヲ

救
済
ス

ル

ノ

良
策
在
ル

ナ
シ
。

是
レ

寔
ニ

故
ナ

キ
ニ

ア
ラ
ザ
ル

ナ

リ
。

見
ヨ

物
価
ハ

頓
ニ

低
落
シ

紙
幣
ハ

著
シ

キ
騰
貴
ヲ

来
タ
シ
、

之
レ

ヲ

両
三
年
前
ニ

比
ス

レ

バ

農
民
ハ

自
然
ニ

倍
以
上
ノ

納
税
ヲ

ナ
サ
ザ
ル

ヲ

得
ザ
ル

ノ

状
景
在
ル

ニ

ア
ラ
ズ

ヤ
。

左
レ

バ

今
日
ニ

於
テ
ノ

救
済
法
ハ

唯
租
税
ノ

減
額
ヲ

請
願
ス

ル

ノ
一

途
ア

ル

ヲ

信
ズ
ル

ノ

ミ
。

依
テ
左
ノ

条
項
ヲ

規
定
シ

諄
々

之
レ

ニ

従
事
セ

ン

事
ヲ

盟
約
ス

ル

モ

ノ

也
。

第
一

　

極
メ

テ
温
和
ニ

請
願
ヲ

ナ
ス

事

第
二

　
該
請
願
ノ

為
メ

ニ

要
ス

ル

費
途
ハ

総
テ

有
志
者
ノ

義
捐
金
ヲ

以
テ
之
レ

ニ

充
ツ
ベ

シ
。

第
三
　
請
願
委
員
若
干
名
ヲ

選
定
シ

総
テ

之
レ

ニ

委
任
ス

ル

事
。

（
以
下
略
）

（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
五
〇
）

そ
し
て
こ

の

あ
と
に
、

郡
下
二

十
六
か
村
か
ら
選
ば
れ
た
総
代
四
十
八
人
の

氏
名
が
続
く
。

そ
の

う
ち
十
名
が
党
員
、

九
名
が
講
学
会
の

メ

ン

バ

ー
で

あ
る
。

さ
ら
に

こ

の

中
か
ら
、

郡
レ

ベ

ル

の

請
願
総
代
六

人
が
選
ば
れ
た
が
、

う
ち
五
名
が
自
由
党

員

―
難
波
惣
平
、

天
野
政
立
、

井
上
篤

太
郎
、

山
川
一

郎
、

第28表　愛甲郡地租軽減運動署名数村
別分布

愛甲郡哀願書及び同建白書より作成
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沼
田
初
五
郎

―
で

あ
っ

た
。

村
の

総
代
の

選
出
方
法
は
、

村
ご
と
に

ま
ち
ま
ち
で

あ
る
が
、

下
荻
野
村
で

は
村
の

伍
長
三

十
二
名
の

連
名
で
、

次
の

よ
う
な
文
書
に

し
て

確
認
し
て
い

る
。

依
頼
証

右
ハ

今
般
明
治
六
年
第
七
十
二

号
布
告
ニ

基
キ
地
租
納
期
変
換
及
減
額
ヲ

広
ク

各
郡
人
民
ト

聯
帯
シ

政

府
へ

出
願
ス

可
キ
ニ

於
テ
ハ

難
波
惣
平
、

小
林
茂
平
ノ

両
氏
ヲ

人
民
総
代
ニ

依
頼
ス（「
難
波
家
文
書
」）

こ

う
し
て
、

各
村
に

配
置
さ
れ
た
総
代
を
中
心
に
、

請
願
署
名
と
義
捐
金
募
集
の

運
動
が
精
力

的
に

展
開
さ
れ
た
。

そ
こ

で

集
め
た
署
名
の

数
は
、

一

町
二

十
六
か

村
で

三
百
九
十
一

人
、

義
捐
金
の

額
は
百
三
十
余
円
に

達
し
た（
第
二

十
八
表
参
照

）。

な
お

義
捐
金
の

募
集
で

は
小
口
の
一

般
募
金
の

ほ
か
に
、

大
口

と

し
て

郡
内
の

「
資
財
家
」
を
上
位
か
ら
二
つ

の

ラ
ン

ク
に

分
け
、

第
一

ラ
ン

ク

（
四
戸

）
に
一

戸
あ
た
り
二
十
円
、

第
二
ラ
ン

ク

に

は
五
円
と
す
る
な
ど
、

資
産
に

応
じ
た
割
当
て

を
し
て
い

る
。

そ
し
て
ト
ッ

プ
の

四
戸
に
は
、

郡
長
・

中
丸
稲
八
郎
、

自
由
党
員
・

小
宮
保
次
郎
ら
が
い

た
。

第
二
ラ
ン

ク

は
十
九
戸
と
し
て

あ
る
が
、

こ

の
ク
ラ
ス

に

自
由
党
員
の

半
数
が
入
っ

て
お

り
、

こ

の

あ
た
り
が
愛
甲
自
由
党
の

平
均
的
な
所
属
階
層
と
考
え
ら
れ
る
。

愛
甲
郡
の

減
租
歎
願
運
動
は
、

十
一

月
下
旬
と
十
二

月
中
旬
の

二
度
行
わ
れ
た
。

最
初
は
大
蔵
卿
に

請
願
し
よ
う
と
し
た
が
拒
否
さ
れ
、

一

か

月

後
今
度
は
請
願
を
建
白
に

代
え
て

元
老
院
に

提
出
し
、

漸
く
受
理
さ
れ
た
。

二
度
目
の

建
白
運
動
で
は
署
名
数
は
さ
ら
に
ふ
え
て

五
百
八
十
七
人
に

の

ぼ
り
、

義
捐
金
も
さ
ら
に

五
十
一

円
余
集
ま
っ

て
い

る
（
前
表
参
照
）。

以
上
、

愛
甲
郡
を
中
心
に

幾
つ

か
の

地
租
軽
減
（
延
納

）
運
動
を
紹
介
し
た
き
た
が
、

最
後
に
、

二
、

三
の

特
徴
点
を
と
り
出
し
て

検
討
し
て

み

た
い
。

減租請願資義捐有志者名簿
難波春美氏蔵
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ま
ず
第
一

の

特
徴
は
、

こ

れ
ら
の

運
動
が
在
地
自
由
党
の

指
導
で

取
り
組
ま
れ
て
い

る
点
で

あ
ろ
う
。

愛
甲
郡
の

場
合
は
ま
さ
に

郡
党
の

総
力
を

か
け
た
運
動
で

あ
っ

た
。

第
二
は
運
動
の

組
織
対
象
が
地
主
豪
農
層
に

限
ら
れ
、

そ
の

要
求
も
租
税
負
担
者
と
し
て

の

地
主
に

限
定
さ
れ
て
い

る
点

で

あ
る
。

例
え
ば
最
も
大
衆
的
な
規
模
で

取
り
組
ま
れ
た
愛
甲
郡
の

場
合
で

す
ら
、

請
願
、

建
白
の

署
名
数
は
郡
下
全
戸
数
の

七
㌫
、

一

〇
㌫
程
度
で

あ
り
、

同
年
度
の

郡
下
の

県
会
議
員
の

被
選
挙
資
格
を
も
つ

地
租
十
円
以
上
の

納
入
者
（
八
三
七
名
）
の

約
半
ば
で

あ
る
。

し
た
が
っ

て

多
数
の

勤

労
農
民
、

と
り
わ
け
中
貧
農
層
に
は
無
縁
の

運
動
で

あ
っ

た
。

第
三
に

は
、

運
動
が
す
こ

ぶ
る
「
温
和
」
で
、

徹
底
し
た
合
法
主
義
を
と
り
、

急
進

主
義
を
き
び
し
く
排
除
し
て
い

る
こ

と
で

あ
る
。

こ

の

点
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

農
民
騒
擾
＝
困
民
党
を
警
戒
し
、

そ
れ
と
一

線
を
画
す
る
た
め
の

措
置
で

あ
っ

た
。

そ
の

意
味
で

は
、

地
租
軽
減
運
動
は
、

困
民
党
に

対
抗
し
て

そ
の

蔓
延
を
「
未
萌
」
の

う
ち
に

防
止
す
る
役
割
と
任
務
を
も
つ

も

の

で

あ
っ

た
。

と
も
あ
れ
、

こ

れ
ら
の

地
租
軽
減
運
動
は
、

政
府
、

元
老
院
、

県
当
局
の

拒
絶
に

あ
っ

て
、

こ

と
ご
と
く
失
敗
に

帰
し
た
。

五
　
困
民
党
と
自
由
党

二

つ

の

困
民
党
論

―
秩
父
と
武
相
―

さ
い

ご
に
、

神
奈
川
県
下
に
お

け
る
困
民
党
と
自
由
党
の

関
係
を
考
察
し
て

本
節
の

結
び
と
し
た
い
。

困
民
党
と
言
え
ば
、

ち
ょ

う
ど
こ

の

年
、

県
境
一

つ

隔
て

た
埼
玉
県
秩
父
に
、

有
名
な
秩
父
事
件
が
勃
発
し
て
い

る
。

秩
父

事
件
は
日
本
の

近
代
史
上
、

「
稀
有
の

武
装
蜂
起
事
件
」
と
し
て
、

史
家
の

間
で
つ

ね
に

そ
の

意
義
が
問
い

続
け
ら
れ
て

き
た
事
件
で

あ
る
。

武
相

困
民
党
の

結
成
は
こ

の

秩
父
の

蜂
起
に
お

く
れ
る
こ

と
、

わ
ず
か
二
十
日
後
で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ
で
、

こ

の

二
つ

の

困
民
党
を
比
較
す
る
と
き
、

ま
ず
、

そ
の

時
期
と
場
所
の

類
似
性
に

気
付
く
で

あ
ろ
う
。

場
所
的
に

は
、

二
つ

の

事
件

©神奈川県立公文書館



は
県
境
一

つ

隔
て
た
隣
接
地
帯
に

起
き
て
い

る
。

秩
父
事
件
の

報
を
聞
く
や
、

神
奈
川
県
警

は
直
ち
に

県
境
を
閉
鎖
し
、

事
件
の

県
内
へ

の

波
及
を
厳
重
に

警
戒
し
て
い

る
。

言
う
ま
で

も
な
く
、

両
困
民
党
の

接
近
な
い

し
連
携
を
極
度
に

恐
れ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。

当
時
「
関
東

決
死
派
」
と
よ
ば
れ
る
自
由
党
激
化
グ
ル

ー

プ
の

間
で
、

「
革
命
の

軍
を
甲
、

武
、

野
、

常

の

間
に

あ
げ
」（
加
波
山
事
件
研
究
会
著
『
加
波
山
事
件
』）
る
と
い

う
、

一

斉
蜂
起
計
画
の

動
き

も
あ
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

ま
た
時
期
的
に

み
れ
ば
、

直
前
に

起
き
た
秩
父
事
件
の

蜂
起
と
敗
北
の

鮮
烈
な
教
訓
が
、

武
相
困
民
党
の

戦
術
と
行
動
に
、

決
定
的
と
も
い

え
る
影
響
を
与
え
た
で

あ
ろ
う
こ

と
は
想

像
に

か
た
く
な
い
。

武
相
困
民
党
が
秩
父
事
件
を
契
機
に
、

尖
鋭
さ
を
失
い
、

も
っ

ぱ
ら
経

済
要
求
に
し
ぼ
っ

た
合
法
的
請
願
行
動
に

転
換
し
た
の

も
、

そ
の

た
め
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
、

武
相
と
秩
父
の

両
困
民
党
の

ち
が
い

は
、

そ
の

よ
う
な
外
的
状
況
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ

た
。

つ

ま
り
両
組
織
の

構
成
と
指
導
面
に

は
、

質
的
と
も
言
え
る
相
異
が
あ
っ

た
の

で

あ
る
。

そ
の

最
も
基
本
的
な
ち
が
い

は
、

困
民
党
と
自
由
党
の

関
係
で

あ
ろ
う
。

た

と

え
ば

秩
父
で

は
、

困
民
党
は
在
地
の

自
由
党
に

よ
っ

て

組
織
さ
れ
、

組
織
的
に

は
一

体
の

も
の

（
自
由
困
民
党
）
と
し
て
、

自
由
党
の

指
導
性
が
貫
徹
し
て
い

た
。

い

わ
ゆ
る
指
導
―
同
盟
型
の

関
係
で

あ
る
（
井
上
幸
治
『
秩
父
事
件
』）。

で

は
、

武
相
の

場
合
は
ど
う
か
。

結
論
を
先
に

言
え
ば
、

神
奈
川
の

自
由
党
組
織
の

な
か
で
、

秩
父
型
の

関
係
に

あ
る
も
の

は
一

つ

も
な
い
。

組

織
的
に

は
ど
の

地
方
に

お
い

て

も
分
離
・

雁
行
し
た
ま
ま
で

あ
る
（
自
由
党
員
で

困
民
党
に

参
加
し
た
の

は
、

若
林
高
之
亮
一

人
だ
け
で

あ
る

）
。

そ
の

こ

ろ
の

武
相
の

自
由
党
内
に
は
、

農
民
騒
擾
＝
困
民
党
に

対
す
る
二
つ

の

潮
流
が
あ
っ

た
。

一

つ

は
困
民
党
を
「
貧
民
」「
窮
民
」
と
し
て

同
情
す
る
潮

第29表　仲裁人グループ（但し自由党員のみ）

仲裁人全員で27人中自由党員のみを摘出した。色川
大吉『困民党と自由党』から作成
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流
で

あ
り
、

他
方
は
「
乱
民
」「
暴
民
」
と
し
て

敵
視
す
る
そ
れ
で

あ
る
。

前
者
は
十
七
年
の

九
月
以
降
、

困
民
党
と
銀
行
会
社
と
の

間
に

入
っ

て

紛
争
の

仲
裁
役
を
買
っ

て
で

た
グ
ル

ー
プ
に

代
表
さ
れ
る
。

こ

の

グ
ル

ー
プ
に

は
、

石
坂
昌
孝
や
佐
藤
貞
幹
ら
の

古
参
幹
部
や
、

県
議
、

戸
長
な
ど

の

役
職
者
が
多
い

（
第
二

十
九
表
参
照
）。

こ

れ
ら
仲
裁
人
グ
ル

ー
プ
の

立
場
は
、

か
れ
ら
が
ま
と
め
た
「
上
願
書
」
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。

こ

の

中
で

か
れ
ら
は
、

困
民
党
の

負
債
額

が
四
万
三
千
九
百
七
十
五
円
余
に

達
し
て
い

る
こ

と
を
指
摘
し
、

一

部
の

銀
行
会
社
が
苛
酷

極
ま
る
取
立
て

に
よ
っ

て
、

多
数
の

農
民
が

身
代
限
り
の

処
分
に

陥
っ

て
い

る
状
況
を
、

「
実

ニ

破
廉
恥
ハ

論
ヲ

俟
タ
ズ

」
と
慨
嘆
し
、

無
利
息
年
賦
返
済
等
の

処
分
を
官
側
に

訴
え
て
い

る
（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
）。
こ

の

上
願
書
を
読
む
と
、

仲
裁
人
グ
ル

ー

プ
は

困
民
党
へ

強
い

同
情
を
示
し
て
い

る
こ

と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、

こ

の

よ
う
な
同
情
論
に

基
づ
い

て
、

や
が
て

「
利
子
制
限
法
の

改
正
」
や
「
銀
行
会
社
の

廃
止
論
」
な
ど
の

大
胆
な
主
張
が
現
わ

れ
て

く
る
の

で

あ
る
。

対
立
す
る
自
由

党
と
困
民
党

し
か
し
仲
裁
人
グ
ル

ー
プ
は
、

単
な
る
同
情
や
善
意
で

仲
裁
活
動
に

あ

た
っ

た
わ
け
で

は
な
い
。

か
れ
ら
を
行
動
に

駆
り
立
て

た
の

は
、

む
し

ろ
「
国
民
カ
苦
悩
ニ

陥
ツ

テ
活
路
ヲ

失
ナ
ヒ

死
地
ニ

至
ラ
ン

ト
キ
ハ

無
知
無
分
別
数
千
ノ

困

民
等
真
土
村
ノ

松
木
ニ

於
ケ
ル
一

色
村
ノ

露
木
ニ

於
ケ
ル

暴
挙
及
ハ

サ

ル

モ

云
カ

タ
シ

」

（『
明
治
史
料
第
五
集
』
明
治
史
料
連
絡
会
刊
）
と
い

う
恐
怖
感
と
危
機
意
識
で

あ
っ

た
。

社
会
秩

序
壊
乱
に

対
す
る
危
機
意
識
は
、

党
幹
部
や
県
議
、

戸
長
な
ど
の

役
職
に

在
る
者
に

は
、

と
り

減租請願日誌　難波春美氏蔵
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わ
け
強
か
っ

た
。

こ

れ
と
同
じ
危
機
感
は
、

地

租
軽
減
運
動
に

取
り
組
ん
だ
愛
甲
自
由
党
の

な

か
に

も
あ
っ

た
。

す
な
わ
ち
愛
甲
郡
で

は
、

地

租
軽
減
運
動
に

取
り
組
く
む
に

あ
た
っ

て
、

そ

の

目
的
、

任
務
を
次
の

よ
う
に

規
定
し
て
い

る
。

有
志
相
会
シ

去
月
以
降
貧
民
所
々

ニ

屯
集
シ

人
心

恟
々

タ
リ
。

是
レ

全
ク

不
融
通
人
民
困
苦
ノ

致
ス

処
ナ
ル

ヲ

以
テ
、

我
々

ハ

最
モ

之
レ

カ
救
済
ニ

注

意
シ
、

以
テ
困
民
ヲ

救
護
シ

且
ツ

社
会
ノ

安
寧
ヲ

維
持
シ
、

荀
モ

乱
民
ノ

蜂
起
ス

ル

カ
如
キ
事
ヲ

未

萠
ニ

防
カ
ザ
ル

ベ

カ
ラ
ザ
ル

ヲ

議
シ
、

而
シ

テ
困

民
ノ

屯
集
ス

ル

ハ

之
因
リ
唯
貧
苦
ニ

迫
ル

ノ

ミ

ナ

ル

由
ニ

付
、

先
ツ

諄
々

乎
ト
シ

テ
減
租
ノ

請
願
ヲ

為
シ

社
会
ノ

平
和
ヲ

保
タ
ン

ト
云
フ

ニ

決
ス
。

（「
減
租
請
願
日
誌
」
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
四
八
）

つ

ま
り
、

請
願
運
動
の

ね
ら
い

は
、

減
租
そ
の

も
の

よ
り
も
、

「
困
民
の

屯
集
」「
乱
民
の

蜂
起
」
を
未
然
に

防
止
し
、

社
会
の

安
寧
と
平
和
を
保

つ

に

あ
る
、

と
い

う
の

で

あ
る
。

も
は
や
、

愛
甲
自
由
党
が
こ

の

運
動
に

何
を
か
け
て
い

た
か
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。

そ
の
こ

ろ
武
相
困
民
党
の

組

織
圏
は
愛
甲
郡
に

ま
で

伸
び
、

一

部
の

村
（
上
依
知
村
）
で

は
困
民
党
の

幹
部
を
送
り
出
し
て
い

た
。

こ

の

困
民
党
組
織
の

蔓
延
を
い

か
に

し
て

防
止

第30表　銀行会社における自由党員

色川氏前掲論文から作成

第31表　共伸社の党員株主

梅原は党員ではない。出資額中の（）の数字は出資者人中，出資額
の大きさを示す順位をあらわす。「山口左七郎文書」から作成
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す
る
か
が
、

地
方
自
由
党
の

焦
眉
の

課
題
で

あ
っ

た
わ
け
で

あ
る
。

自
由
党
内
の

第
二
の

潮
流
は
、

困
民
党
に

敵
対
す
る
銀
行
会
社
の

役
員
、

大
株
主
ら
に

代
表
さ
れ
る
グ
ル

ー
プ
で

あ
る
。

こ

れ
ら
の

党
員
た
ち

は
、

銀
行
会
社
の

社
長
、

頭
取
、

顧
問
と
し
て
、

負
債
返
弁
方
法
を
め
ぐ
っ

て

困
民
党
と
真
っ

向
か
ら
対
立
し
て
い

た
（
第
三
十
表
）。
こ

の

ほ
か
に

も
、

銀
行
会
社
の

大
口

出
資
者
（
株
主

）
と
し
て
、

困
民
党
と
対
立
関
係
に

あ
る
多
数
の

豪
農
党
員
が
い

た
。

第
三
十
一

表
は
、

大
住
郡
の

共
伸
社

の

党
員
株
主
で

あ
る
が
、

こ

の

よ
う
な
ケ
ー
ス

が
ほ
か
に

も
多
数
あ
る
は
ず
で

あ
る
。

し
か
も
、

こ

れ
ら
の

党
員
は
、

党
の

地
方
幹
部
あ
る
い

は
有

力
者
と
し
て

党
内
で

大
き
な
発
言
力
を
有
し
て
い

た
。

か
く
し
て
、

神
奈
川
県
下
に

お
け
る
自
由
党
と
困
民
党
の

構
図
は

と
こ

ろ
に

よ
っ

て

は
、

指
導
・

同
盟
ど
こ

ろ
か
、

公
然
ま
た
は
陰
然
た
る
対

立
・

抗
争
の

様
相
を
呈
し
て

い

る
と
い

う
こ

と
が
で

き
る
。

周
知
の

よ
う
に

明
治
十
七
年
を
ピ
ー
ク

と
す
る
明
治
十
年
代
後
半
の

不
況
は
、

戦
後
の

農
地
改
革
に

も
比
す
べ

き
経
済
的
社
会
的
変
動
を
、

当
時

の

農
村
社
会
に

も
た
ら
し
た
と
い

わ
れ
る
。

十
七
年
に

は
農
民
の

耕
地
を
抵
当
に

し
た
全
国
負
債
総
額
は
約
二

億
円

―
こ

れ
は
同
年
の

国
家
経
常

歳
入
の

二
・

五
倍
に

あ
た
る
！

―
に

上
り
、

翌
十
八
年
納
税
不
納
に

陥
っ

て

土
地
を
公
売
処
分
に

付
さ
れ
た
農
民
の

数
は
、

実
に

十
万
八
千
人
を

突
破
し
た
（
マ

イ
エ

ッ

ト
『
日
本
農
民
ノ

疲
弊
及
救
治
策
』）。

自
由
党
と
困
民
党
の

対
立
・

抗
争
の

背
景
に

は
、

以
上
の

よ
う
な
全
国
的
規
模
で

の

農
村

の

解
体
と
変
動
が
あ
っ

た
の

で

あ
る
。

こ

の

解
体
と
変
動
の

過
程
で
、

自
由
党
内
外
の

有
力
豪
農
層
は
、

窮
乏
化
す
る
中
小
農
民
の

犠
牲
の

上
に
、

土
地
の

集
積
集
中
を
推
進
し
た
の

で

あ
っ

た
。

最
後
に
、

武
相
困
民
党
の

指
導
者
に
つ

い

て
一

言
付
言
し
て
お

き
た
い
。

困
民
党
傘
下
の

大
衆
は
、

「
没
落
に

瀕
し
た
中
小
農
民
」
を
主
体
と
す
る
広
範
な
勤
労
農
民
か
ら
な
っ

て
い

た
が
、

そ
の

指
導
者
と

な
る
と
意
外

に

豪
農
出
身
者
が
多
い
。

一

、

二
の

例
を
と
ろ
う
。
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秦
野
弘
法
山
騒
擾
の

指
導
者
・

添
田
団
右
衛
門
は
、

笠
窪
村
の

元
戸
長
で

あ
り
、

不
況
前
に
は
五
町
余
の

田
畑
を
所
有
し
、

養
蚕
・

葉
煙
草
を
兼

営
し
て

小
田
原
の

魚
会
社
に

も
出
資
す
る
と
い

う
小
豪
農
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

武
相
困
民
党
の

初
期
の

指
導
者
で
、

御
殿
峠
事
件
の

「
首
魁
」
と
な
っ

た
渋
谷
彦
右
衛
門
は
、

明
治
十
七
年
五
月
ま
で

上
鶴
間
村
の

戸
長

を
つ

と
め
、

田
畑
山
林
合
わ
せ
て
二

十
六
町
、

そ
の

地
価
三
千
三
百
三
十
円
（
明
治
十
一

年
時
）
と
い

う
豪
農
で

あ
っ

た
。

そ
し
て

両
者
共
に

十
七
年

に
は
深
刻
な
資
産
の

喪
失
に

遭
遇
す
る
の

で

あ
る
。

武
相
困
民
党
の

事
実
上
の

責
任
者
で

あ
っ

た
須
長
連
造
に
つ

い

て

は
、

い

ま
さ
ら
ふ
れ
る
必
要

も
あ
る
ま
い
。

か
つ

て

色
川
大
吉
氏
は
、

武
相
困
民
党
の

指
導
者
層
を
「
小
豪
農
」
と
規
定
さ
れ
た
が
、

そ
の

後
の

調
査
研
究
に
よ
っ

て

も
、

こ

の

規
定
が
基
本

的
に

正
し
い

こ

と
を
教
え
て
い

る
。

「
小
豪
農
」
指
導
下
の

困
民
党
と
い

う
性
格
づ
け
か
ら
も
、

秩
父
困
民
党
と
の

さ
ま
ざ
ま
な
対
比

―
組
織
の

自
然
成
長
性
、

戦
術
上
の

合
法
主
義
、

要
求
面
で

の

経
済
主
義
な
ど

―
が
可
能
で

あ
ろ
う
。

第
六
節
　
自
由
民
権
運
動
の

変
容

一

　

国
会
開
設
期
限
短
縮
の

建
白

自
由
党
の
解
党
と
国
会

開
設
期
限
短
縮
の
建
白

自
由
党
内
に

形
成
さ
れ
た
急
進
派
の

う
ち
、

関
東
の

決
死
派
に

よ
っ

て

先
ず
引
き
起
こ

さ
れ
た
の

が
加
波
山
事
件
で

あ

る
。

こ

の

事
件
の

直
後
、

す
で
に

明
治
政
府
と
の

妥
協
的
方
向
を
強
め
て
い

た
板
垣
退
助
ら
幹
部
は
、

党
の

統
率
に

自

信
を
失
い
、

急
進
派
と
同
一

視
さ
れ
る
こ

と
を
恐
れ
て

解
党
を

決
意
し

た
。

解
党
の

大
会
は
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
十
月
二

十
九
日
、

大
阪
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